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令和７年度 石狩管内中学校新人卓球大会 兼 トップ強化選考大会（ＴＯＰ４８）開催要項 

 
 
 １．主  催  石狩管内中学校体育連盟  
 
 ２．主  管  石狩管内中学校体育連盟 卓球専門部 
 
 ３．期  日  令和７年 ９月２１日（日）・・・ 個人戦（ＴＯＰ４８を兼ねる） 
         令和７年１０月２６日（日）・・・ 団体戦 
                           
 ４．会  場  【個人戦】 江別市民体育館 
               （江別市野幌町９－１１  ℡ 011-384-5001） 
         【団体戦】 北広島市総合体育館 
               （北広島市共栄３１５－２ ℡ 011-372-0808） 
 
 

 ５．大会役員   大 会 長   嶋田 顕浩（中央中） 
          審 判 長   菊地 卓也（恵明中） 

審 判 員   各校卓球部員 
運営・進行   石狩管内中体連卓球専門委員、各校顧問 
補 助 員   各校卓球部員 

 
 ６．日  程   【９月２１日（日）】 
             ８：３０ 一般生徒開場 練習開始 受付 監督会議 
             ９：００ 開会式 
             ９：１５ ①リーグ 試合開始  
           １２：４５ ①リーグ終了、昼食、抽選 

           １３：３０ ②リーグ、５位～８位リーグ開始 
           １６：１５ 片付け、閉会式  
 

  【１０月２６日（日）】 
８：１０ 開場 会場準備が終わり次第、練習開始・監督会議 

  ９：００ 開始式   
            ９：１０ 試合開始   

 １６：３０ 試合終了 閉会式 
 
  ７．組み合わせ 
  （１）団体戦については、専門委員会で組み合わせ抽選を行い、その後、出場校に連絡する。 
  （２）個人戦については、専門委員会の合議により決定する。 
 
  ８．参加資格及び出場数 

（1）各市町村新人戦大会において勝ち進んだチーム・選手が参加できる。地区別出場数につ

いては後述する。 

（２）参加者は、大会運営上必要なプログラム、掲示板、ホームページ及び記録集への氏名・

所属・学年の掲載について了承するものとする。 

  （３）地区別出場数について 

地 区 千歳 恵庭 北広島 江別 石狩 当別 新篠津 合計 
団体 

 
男子 ２ ３ ４ ４ １ １ １ １６ 
女子 ２ ２ ３ ４ ０ １ ０ １２ 

個人 
 

男子 １０ ８ １２ １２ ２ ２ ２ ４８ 
女子 ６ １０ １０ １８ １ ２ １ ４８ 

   ※部員数調査の結果から、管内卓球専門委員会で決定した。 
   ※団体戦は、合同チームを認めないが、拠点校方式での部活動についてはこの限りではない。 

※団体戦は、新人戦特別ルールとして、３名以上で正式参加とする。 
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９．競技要項 
  個人戦、団体戦ともに、原則として現行の日本卓球ルールを適用する。 
 
  （１）個人戦 

①１次リーグ（８名）＋２次リーグ（６名）制で行う。 
②１次リーグの上位４名が２次リーグへ進み、下位４名は敗者リーグへ進む。 
③２次リーグの上位２名と、３～４位で行う代表決定戦の勝者の計１２名が強化指定選手 
（ＴＯＰ１２）になる。１２名の最終順位は後日総当たりリーグを行い決定する。 

④２次リーグの組み合わせは、１次リーグの結果をもとに公開抽選を行う。 
⑤全試合３ゲーム打ち切りで行う。（全試合３－０か２－１のスコアになる。） 
 ３ゲーム目、どちらかの得点が５点になった際にチェンジエンドを行う。 
⑥リーグ内で、勝敗が同じになった場合は、次の順で順位付けをする。 

１）２名の場合は、直接対決の結果で判断する。 
２）３名以上の場合 ア）当該選手同士の試合の得失ゲーム率 

         イ）当該選手同士だけではなく、全試合の得失ゲーム率 
         ウ）当該選手同士の試合の得失点率 

   ア⇒イ⇒ウの順で判断する。 
⑦アドバイスなし、給水のみ。促進ルール、タイムアウト制は適用しない。 
⑧顧問の先生方がコート主任として付き、試合進行の促進を図る。 

 
  （２）団体戦 

①試合形式は 単・単・複・単・単とし、６人制とする。ただし、３人以上いれば正式
参加となる。５名のときは１番を棄権負けとし、４名の時は３番（ダブルス）を棄権、
３名のときは１、３番（ダブルス）を棄権負けとする。 

          ※６人に満たないチーム同士で選手の人数が違う場合、試合は以下のように行う。 
      ア）人数の少ない方に合わせた試合方式とする。（例：３人対４人では、２，４，５番） 

イ）人数の多い方のチームがたとえオーダー用紙に名前を書けなくても、人数の少ない 
方の上記棄権負けが成立するものとする。 

               （例：３人対４人では、３人チームが１番と３番を棄権負け） 
ウ）したがって、引き分けはあり得ず、人数の少ないチームが勝利するためには、どん 
な場合でも３点をとらなければならない。 

         ※６人に満たないチーム同士で選手の人数が同じ場合、試合は以下のように行う。 
      ア）５人対５人では、１番と２番を相互に棄権して１－１からスタートし、ダブルス、 
        ４番、５番の試合を行う。 

イ）４人対４人、３人対３人では、１番とダブルスを相互に棄権して１－１からスタート 
し、２番、４番、５番の試合を行う。 

②男女ともに予選リーグを行い、上位２チームが準々決勝に上がる。さらに上位４チームの決 
勝リーグを行って順位を決定する。 
また、準々決勝で敗退した４チームでの５～８位決定リーグを行い、予選リーグの３位チー 
ム、4位チームについては、敗者リーグを行うこととする。 

    ③予選リーグ、並びに敗者リーグ（５～８位決定リーグを含む）については２ゲーム先取で行
う。３ゲーム目、どちらかの得点が５点になった際にチェンジエンドを行う。また、勝敗が
ついても必ず５番まで行い、全試合の勝敗を得失点に換算する。 

    ④準々決勝、並びに決勝リーグは５ゲームマッチ３ゲーム先取で行い、３点先取で行う。 

 
１０．競技上の留意事項 

（１）団体戦の登録選手は１０名以内とする。また、監督（教員または部活動指導員）・コー

チ（教員または部活動指導員）・アドバイザー（外部指導者として登録されている者）

の登録は各１名ずつまでとする。 

  （２）選手は必ずゼッケンをつけ、ユニフォーム（半袖・短パン）で競技すること。 
        ※団体戦の出場者は、原則として同一のユニフォームを着用すること。 

  （３）試合球は、ＶＩＣＴＡＳ、ニッタクのプラスチックホワイトボールとする。 

  （４）抗議権は、団体戦については監督、個人戦については競技者本人に認める。 

  （５）審判は相互審判で行う。 

    （６）ポイントが決定した後は、速やかに次のサービスやレシーブの体制をとり、競技時間 

     の短縮に心がけること。 

    （７）試合終了後の礼は一度とし、その後の相手監督への礼は進行上慎むこと。 
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１１．参加料 
  以下の通りとするので、大会当日に受付で支払うこと。 
  （１）団体戦  １チームにつき  ２５００円 
  （２）個人戦  １名につき     ５００円 
 
１２．表 彰 
 
  （１）団体戦    ・入賞は３位（２チーム）までとする。 
             ・１位には、優勝杯を授与する。（持ち回りのため次年度に返還） 
  （２）個人戦  ・入賞はベスト１２（ＴＯＰ１２）までとする。 
          ・表彰は、後日行うＴＯＰ１２総当たりリーグで最終順位決定後に行う。 
 
１３．申し込みについて 
 

    （１）申込担当者 団体戦～当該チーム、個人戦～各市町村の当番校 

  （２）期   日 【個人戦】９月８日（月）まで  

【団体戦】１０月１４日（火）まで 

  （３）申 込 先：石狩管内卓球専門委員会 専用メールまで 

                     （ishikari2021tt@gmail.com） 

            ※メールでの申し込みをお願いします。 

    （４）様   式：石狩管内中学校卓球専門委員会 HP 内に様式をアップします。 

                     （http://www.sekitakusen.com） 

１４．個人情報の取り扱い 
  （１）大会参加者の氏名・所属・学年は、大会運営のために必要なプログラム、掲示板、ホ 
     ームページおよび記録集へ掲載するために利用する。 
  （２）引率者または監督の連絡先は大会運営のため、緊急を要する場合に利用する。 
 

１５．その他 

  （１）大会に関する諸連絡や組み合わせなどは、石狩管内卓球専門委員会のホームページに大

会１週間前を目途に掲載するので、事前に確認すること。

（http://www.sekitakusen.com） 

     組み合わせについては、ホームページ公開後、生徒へ周知してよいこととする。 

  （２）今大会のプログラムは会場で配布しない。各自でホームページよりダウンロードし、事

前に必要部数を印刷すること。 

  （３）個人戦で強化指定選手（ＴＯＰ１２）になった選手は、後日講習会と総当たりリーグに

参加する権利を得る。詳細は追って連絡する。 

  （４）団体戦でベスト４に入った学校の地区については、次年度夏季大会で配慮地区となる。 

また、次年度夏季大会の出場枠については優勝校（※準優勝校）の地区に１枠を与える。 

     （※ 次年度の夏季大会の出場枠による。） 


